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【事業所概要（事業所記入）】

事業所番号

法 人 名

事業所名 ユニット名 １号館

〒３００－１２１４

茨城県牛久市女化町２５３－２

自己評価作成日 平成２８年５月５日
評価結果

市町村受理日

※　事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報
リンク先URL

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名

所 在 地

訪問調査日 平成２８年６月１６日
評価機関
決 済 日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

　管理者は日頃から職員とコミュニケーションを図るとともに、何でも話せる関係や風通しの良
い、働き易い職場の環境づくりに力を入れているおり、職員同士でも信頼関係を築いている。
　職員は家庭的な雰囲気の中で利用者に寄り添い、行動を制限することなくその人らしく今までの
生活が継続できるよう支援している。
　敷地内に同一法人の特別養護老人ホームや通所介護事業所、居宅介護支援事業所があり、研修や
ボランティアの受け入れのほか、納涼祭を合同で行うなど、日頃から連携を図っている。

所 在 地

〒310－8586
水戸市千波町１９１８番地　　茨城県総合福祉会館内

http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2015_022_kihon
=true&JigyosyoCd=0871900296-00&PrefCd=08&VersionCd=022

社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

平成２８年１０月２５日

　職員はご利用者の意欲や出来ることを見極め、食事づくりでは野菜の皮むきや切ること、ちぎる
こと、盛り付けなど役割りを分担し全員が参加出来るようにしたり、野菜作り、裁縫、洗濯物たた
み、掃除、買い物など家庭の日常の活動をご利用者と一緒に出来るよう働きかけ、支援していま
す。
　季節の行事や慣わし（初詣、節分、雛祭り、花見、夏祭り、十五夜、お彼岸、餅つきなど）、果
物狩りなどを行ったり、季節の食材を取り入れた献立など季節感を取り入れた生活を心掛けていま
す。
　地区のお祭りに出かけたり地域の方との関わりを進めています。
　ご利用者の重度化に対応して、食事形態の工夫や、介護・看取りに対する体制作りなどをすすめ
ています。

平成２８年１０月１７日

指定認知症対応型共同生活介護事業所　虹の家

０８７１９００２９６

社会福祉法人　博慈会

自己評価及び外部評価結果

作成日　　平成２８年１０月１７日

http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2015_022_kihon=true&JigyosyoCd=0871900296-00&PrefCd=08&VersionCd=022
http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2015_022_kihon=true&JigyosyoCd=0871900296-00&PrefCd=08&VersionCd=022


☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

2 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

Ⅰ　理念に基づく運営

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏
まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

　運営推進会議は市職員や民生委員、老人会長、地域住
民、管理者などで２ヶ月に１回開催している。
　前回の外部評価で課題となった「市職員の毎回の出
席」について市に相談したところ、毎回出席してくれる
ことになり、市の施策や情報が得易くなった。
　事業所からは行事や利用者の状況報告のほか、事故報
告などを行い、情報交換をしている。
　委員からの意見を受け、地震対策として全居室を見回
り、家具の固定をしたことで、家族等の安心につながっ
ている。

外　部　評　価

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所独
自の理念を代表者や管理者、職員で作成し、玄関
に掲示するとともに、月１回の職員会議でも確認
して共有し、実践に努めているが、理念が長すぎ
るため職員での唱和が困難である。

　代表者や管理者、
職員で話し合いをし
て、理念をわかり易
い文面にすることを
期待する。

　事業所は自治会に加入しており、区長が広報誌を届け
てくれたり、地域の祭りに招待されて利用者と職員で参
加している。
　併設する同一法人の特別養護老人ホームと合同で行
う、事業所主催の納涼祭は、地域の小学生による和太鼓
演奏や出店のボランティアのほか、１００名以上の地域
住民の参加を得て行なわれている。
　楽器演奏や踊りのボランティアのほか、日頃の外出に
は付き添いボランティアが来てくれている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

　行事などの活動状況、避難訓練や
予防接種などの実施状況、介護事故
についてなどの報告を行い、ご意見
を頂きケアに活かしている。
　地域の催し物の情報を頂き、招待
を受けたり、参加したりしている。

1 1

2 2

3

4 3

　日頃は地域の店舗への買い物や散
歩途中で合う方と挨拶を交わすなど
して交流や地域とのつながりに励ん
でいる。
　自治会に入会し、区報のやり取り
やお祭り、催し物への参加などを
行っている。

　ボランティアや実習生、中学生の
職場体験の受け入れなどを通して、
認知症の方に対する理解を深めてい
ただけるよう努めている。

　事業所の職員で考えた理念があ
る。玄関先に掲げ、職員やご家族も
それを目にすることができるように
している。常にサービスの意義や役
割を意識しながらサービスに取り組
める様にしている。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

3 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を
密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでい
る

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と
活用

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

　市担当者が毎回運営推進会議に出席しているほ
か、電話だけでなく、要介護更新申請時に出向い
たり、介護保険制度の改正や職員配置などの相談
で直接市窓口に出向き、相談して助言を得るな
ど、連携を図りながら協力関係を築いている。

　玄関や職員休憩室に、身体拘束排除に関するポ
スターを掲示し、身体拘束をしないケアの実践に
取り組んでいる。
　事故やヒヤリハットが起きた時に、リスクマネ
ジメントのマニュアルを基に検討会議を行い、身
体拘束についても話し合っている。
　やむを得ず身体拘束を行う場合に備え、同意書
や経過観察記録等の書類を整備している。

7

8

　入所・退所の連絡や相談、職員体
制の相談、処遇困難ケースの相談を
行ったりしている。
　運営推進会議や介護相談員の受入
れなどを通して、日頃のケアの様子
を伝えている。

　玄関先に身体拘束廃止に関するポス
ターを掲げたり、契約時に説明したりし
て、ご家族にもその大切さの理解を深め
ていただけるようにしている。検討会議
等で身体拘束をしないで済むケアの方法
を話し合い、福祉機器も活用して実践し
ている。行方不明等の防止のため玄関は
施錠しているが、外の空気を吸いたいと
いう時には、職員が付き添いの元、出ら
れるようにしている。

　職員室内に虐待に関するポスター
を掲げ常に意識できるよう努めてい
る。
　利用者の日常を観察し、今どうい
う気持ちでいるのかを考えるケアに
取り組んでいる。職員一人が抱え込
まないように努めている。

　日常生活自立支援事業、成年後見
人制度を利用しているご利用者がお
り、その目的や大切さを学んでい
る。
　本人と支援員、後見人の関係がう
まくいくように職員が調整や連絡を
行っている。

5 4

6 5



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

4 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意
見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている

　重要事項説明書に事業所と第三者機関の苦情相
談受付窓口を明記し、契約時に家族等に説明して
いる。
　利用者からは日々のふれ合いの中で、家族等か
らは面会時や行事時、電話などで意見や要望を聴
くよう努めている。
　月１回介護相談員を受け入れており、利用者か
らの「苦情・要望事例等対応連絡票」を基に職員
会議で検討している。
　家族等の要望で外出を増やしたり、食事が進ま
ない利用者には、高カロリー食品を取り入れるな
ど、意見等を反映した。

　管理者は月１回のユニット会議や日頃より、職
員の意見等を聞くように努めている。
　職員からの提案を受けて、シャワーキャリーや
リフト浴の購入、障害者施設のパン屋やイトー
ヨーカドーの移動販売の受けいれなどをして、
サービスの質の向上に反映している。

　書面をもって重要事項の説明や
サービス内容の説明をし、同意を得
た上で契約を行っている。特に医療
や重度化した場合の対応などには慎
重に説明している。また、いつでも
閲覧できる場所に提示していると共
に、変更があった際にはその都度、
同意を得ている。

　家族の面会時には近況を報告しな
がら、ご意見や要望を伺ったり、ケ
アの提案や相談を行っている。大き
な行事にはご家族にも参加頂き協力
をいただいている。運営推進会議へ
の参加を呼びかけている。月1回介
護相談員を受入れ、ご利用者やご家
族が外部者にも意見を表せる機会を
設けている。

　日頃から業務上の課題について話
し合ったり、会議や申し送りの場で
も検討を重ねたりしている。自由に
発言できる雰囲気があり、職員の意
見がすべてが運営に反映されてはい
ない。

11 7
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　人事考課制度、サークル活動の支
援、資格取得のための支援、育児中
のシフトの調整など、職員の福利厚
生を整えられるよう努めている。
　人手不足のため思うように有給休
暇が取れない課題がある。
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5 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをして
いる

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている
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　人事考課制度や日頃の業務の様子
から職員個々の力量を把握できるよ
う努めている。職場内研修、外部研
修をの情報を掲示し、参加の奨励を
勧めている。一人一人の力量に合わ
せた研修を受けられるようにしてい
る。

　どんな生活をしているのかと不安に思って
いる家族の心情を考え、はじめのうちは１日
のその方の様子を細かく話して差し上げた
り、家族が不安に思っていることや要望があ
れば傾聴している。利用者について知りたい
ことを尋ねたり、家族の悩みを聞いたりし
て、関係作りに努めている。

　ご家族やケアマネ等の情報を元に、入居前
のアセスメントから必要なケアについて話し
合い準備を整えている。ご家族に記入してい
ただくセンター方式シートや入居後の発見
シートにより課題を見極めケアを深めてい
る。

　センター方式シートなどを用いてご家族等
から出来るだけその方の情報を得て、把握
し、安心感を与えられるコミュニケーション
に努めている。毎日の会話で職員が感じたこ
とや本人が言ったことなどを発見シートに時
系列で書き表し、職員同士で共有し、徐々に
関係が深められるようにしている。

　外部研修や市内の事業所職員が集
まる協議会などで情報の交換を行っ
ている。
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6 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関
係

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の
支援

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

　利用者の日々の会話や家族等から話を聴き、利用者が
築いてきた馴染みの人や場所を把握するように努めてい
る。
　利用者の友人や親戚が来訪した際には、お茶を出して
居心地よく過ごせるよう配慮しているほか、自宅への外
出や外泊、外食や墓参りなどに、家族等の協力を得なが
ら支援し、これまで大切にしてきた人や場所との関係が
途切れないよう努めている。
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　日常の生活の中で利用者同士の相性や
関係を把握し、座席の調整や、食事作り
などの作業や会話を通して関係を深めら
れるよう支援していて、みんなが何かし
らの力を発揮できるよう支援している。
職員が談話の中で利用者同士が通じる話
題を提供したりして孤立することがない
様支援している。

　他の施設等に移り住むご利用者の
状況、習慣、好みやこれまでのケア
の工夫等の情報を詳しく伝え、必要
や求めに応じて、相談や支援をする
ようにしている。移り住み、亡く
なった後にもご家族から連絡や面会
があるなどしている。

　毎月の便りや状態の変化が見られる都度、
状況を伝えている。本人のことで分からない
ことはご家族に聞いて一緒に考えていただい
ている。受診の付き添いをお願いしたり、行
事などにお誘いして、家族の関わりを減らさ
ぬようにしている。

　「人生の先輩」として言葉使いに気を
つけている。「できる事」「できない
事」を見極め、それに合わせて、共に食
事を作ったり、掃除をしたり、一緒に食
事を摂ったり、教えていただいたりしな
がら、一緒に笑ったりしている。

　電話の支援や、馴染みの場所(自
宅、お墓など)への外出希望も可能
な範囲で支援している。
　ご家族や知人が来訪時には、明る
く感じよく接するように努め、居心
地良く感じられるように、お茶を出
したり環境作りに努めている。
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Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニ
タリング

　本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディア
を反映し、現状に即した介護計画
を作成している

　介護計画は利用者や家族等の意向を取り入れるととも
に、医師の意見や看護師、管理者、職員で話し合って計
画作成担当者が作成し、家族等に周知している。
　短期目標は６ヶ月、長期目標は１２ヶ月毎に設定し、
基本的に６ヶ月毎に見直しをしている。
　職員は全利用者の２４時間の様子を「ケース記録」に
記載してモニタリングとし、共有している。
　利用者の心身の状態に変化が生じた場合は、随時モニ
タリングを行い、介護計画を見直している。

25
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　管理者と職員は、利用者との日常の関わりの中
から一人ひとりの思いや希望の把握に努めてい
る。
　意思の表出が困難な利用者には、家族等の来訪
時に話しを聴いたり、表情や仕草から思いや意向
の把握に努め、管理者と職員で相談しながら、利
用者本位の支援に努めている。
　新たに把握した内容は「ケース記録」や「業務
連絡帳」に記載するとともに、ユニット会議でも
周知している。

23 9
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　共に家事などの活動をすること
で、生活パターンや心身状態、有す
る能力が把握できる。24時間の様子
の記録や申し送り等で職員の誰もが
情報を共有できる。特に注意すべき
変化や対応が必要なものは連絡帳に
書き、職員が把握できるようにして
いる。

　生活歴や日頃の会話の中から思い
を引き出し、暮らし方の意向や希望
を汲み取り、把握できるよう努めて
いる。複数の職員の情報を組み合わ
せることで、思いが分かることがあ
る。十分に話を聞くようにして、で
きる中で最良の方法を本人、家族と
検討している。

　入所時情報やご家族に書いていた
だくセンター方式シートからの情報
と、何より普段の会話の中で、様々
な材料(ニュース、行事など）を用
いて、小さな頃の事や仕事の事など
それまで経験してきた事を聞きだし
その方の把握に努めている。

　24時間の様子を記録できる様式を
用い介護計画に対する結果を記録で
きるようにしている。全職員で定期
的に行われるケース検討の他、日々
変わる状況に合わせて複数人で対応
を検討し、現状に即したケアが出来
るように努めている。
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○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、職員間で情報を共有しなが
ら実践や介護計画の見直しに活か
している
○一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化

　本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう
支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職場
内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切
な受診や看護を受けられるように
支援している

　契約時に利用者や家族等に希望するかかりつけ医への受診
が可能なことや、協力医療機関の医師をかかりつけ医にでき
ることを説明し、かかりつけ医への受診は家族等の付き添い
を基本とし、家族等が付き添えない場合には職員が付き添
い、受診結果を電話で家族等に報告するとともに、「受診時
申し送り書」に記載して職員で共有している。
　月１回の協力医療機関への受診と、週１回の訪問看護師に
よる健康管理を支援し、重度化などで受診が困難になった場
合には、往診専門医を紹介して変更してもらっている。
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　一日の活動の状況や健康の状態がすぐに分
かるような記録様式を用いている。その日気
づいた事を出来るだけ簡潔に、利用者の様子
は生々しく伝わるように書き表すよう努めて
いる。業務の始めには全員が目を通すこと
で、情報を共有し、日々のケアや計画の見直
しに活かされている。

　ご家族のそのときの都合により、
受診の送迎、付き添いの支援、一時
帰宅やお墓参りの送迎、付き添いの
支援など出来る限り対応している。
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　地区の催しに見学に行ったり、外
出の際のボランティア、神社の境内
を借りてのお花見会、障害者施設の
パンの訪問販売、など地域の方の力
をお借りしながら、楽しみがある生
活を送れるよう支援している。

　ご家族による受診の援助が困難な場合
には、同意を得た上で当方の協力医療機
関に主治医の変更をしていただいてい
る。その都度、必要な情報を伝え、主治
医と連携して適切な医療を受けられるよ
う努めている。重度化で通院が困難に
なった場合は往診専門医につなげるなど
適切な医療を受けられるように支援して
いる。

　訪問看護ステーションの看護師と
連携をとり毎週1回訪問時の健康
チェック時の他、24時間相談できる
ようになっている。皮膚トラブルや
緊急時などには併設施設の看護師に
も相談できる。
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○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努
めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の
共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり
方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築い
ている

　夜間想定を含む避難訓練を年２回実施するとと
もに、実施記録を作成して訓練で明らかになった
課題を全職員で話し合い、共有して次回の訓練に
活かしている。
　避難訓練に地域住民の参加を呼びかけている
が、参加には至っていない。
　災害に備えて食糧や飲料水を備蓄している。

　避難訓練に地域住民
の参加を運営推進会議
を通し引き続き呼びか
けるとともに、避難訓
練で反省点になった夜
間においての避難誘導
パターンを決めておく
ことを期待する。

　契約時に利用者や家族等に重度化や終末期、看取り介
護について説明し、書面にて同意を得ている。
　事業所では看取り介護を行うとし、重度化や看取り介
護に関する職員の対応マニュアルを作成するとともに、
それに基づいて定期的に内部研修を実施している。
　県や市主催の看取りに関する外部研修に参加し、参加
した職員は研修報告を職員会議で発表して全職員で共有
している。
　一時看取り介護に入ったと診断されたが、現在は高カ
ロリー食と事業所の食事で元の生活に戻ることができた
利用者がいる。
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　緊急通報装置やスプリンクラーな
どインフラを整備している。
　年2回消防署職員の立会いの下、
昼夜想定の避難訓練を実施し、通報
や避難の方法、併設施設職員との連
携などを確認している。反省点は次
回に活かせるようにしている。

　入院時には、身体状況や精神状況
も含め近況の状況を詳細に伝え、退
院時には通院の要否、療養上の注意
点などの情報を受け、受け入れ態勢
を整え退院後の生活がスムーズにい
くように支援している。
　入院中も利用者を伴って面会に行
き入院している利用者が元気を出し
てもらえるようにしている。

　ご家族には「重度化した場合にお
ける対応に係る指針」「看取り介護
に関する指針」を基に提供可能な
サービスや施設の方針等を説明して
いる。段階ごとに家族や主治医と意
向を確認しながら対応方針の共有を
図っている。その中で出来る限りの
支援を行えるよう取り組んでいる。

　急変時の観察のポイントや対応方
法、心配蘇生法、ＡＥＤの使用方法
などの研修を年１回定期的に行い、
また、対応マニュアルを職員の見や
すい場所に貼って、適切に対応でき
るよう努めている。
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Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

○一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定
の支援

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

　個人情報に関する家族等への説明と、書面にて
同意を得ている。
　職員は利用者の尊厳やプライバシーに関する勉
強会を行い、常に利用者の羞恥心や自尊心に配慮
したケアに取り組んでいる。
　個人情報に関する書類は、鍵のかかる事務室の
書棚に保管し、情報の漏洩に留意している。
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　ご利用者の希望や自分でいえない
方は職員の判断で美容室の予約をし
たりしている。外出時にはよそ行き
の服を着られるよう支援している。

　活動や休養のパターンが一人一人
出来ているので、それに合わせてい
る。朝起きるのが襲い方にも食事を
それに合わせて提供している。その
方のその日の体調や気分を考慮し、
休養したい時には休んで頂き、やり
たいことを主張されたときには可能
な限り意向を優先している。

 失禁や食べこぼし等、他利用者に気付
かれないよう対応したり、居室へ入る際
は、声をかけてから入るなど、プライバ
シーを損ねないよう配慮している。大き
な声を出さない、怒らない、失敗させな
いよう配慮する。失敗や間違いを指摘し
ない、名前を「さん」付けで呼ぶ、何か
してもらった時には「ありがとう」と必
ず声をかける等の配慮を行っている。

　今日は何がしたいか聞いてみる、
着替え介助の際どの上着がいいか聞
いてみる、一緒に買い物に行った時
には食べたいおやつを選んでもら
う、などその時々に希望を伺ってい
る。
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○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

　職員は排泄チェック表や個人記録を活用し、利
用者一人ひとりの排泄パターンを把握するととも
に、利用者の仕草やサインから察知して声かけ誘
導し、できるだけトイレでの排泄ができるよう支
援している。
　現在は夜間に１名だけおむつを使用している
が、日中は布パンツやリハビリパンツを使用し、
おむつの利用者はいない。

　利用者の嗜好を把握し、苦手な食材の場合には代替え
食を用意するなど配慮して、職員が１週間分の献立を立
てている。
　食材は市内の商店に依頼し、自家菜園で採れた旬の野
菜も取り入れている。
　おせちや雛祭り、誕生会、クリスマス会などの行事食
のほか、年３回の外食や出前弁当などを取り入れ、食事
が楽しみなものとなるよう支援している。
　職員は利用者と一緒に同じ食事を摂っており、利用者
はできる範囲で野菜の皮むきやテーブル拭き、後片付け
などの役割を担っている。
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　切る、ほぐす、炒める、洗う、配膳す
るなどその方の出来ることを細かく把
握、役割分担し、食事づくりや片付けに
力を発揮して頂いている。皆で作って会
話をしながら食べる事を楽しめるよう支
援している。時には「お楽しみ」として
買い物から楽しめる機会を設けたり、お
誕生日にはその方の好みの献立を用意し
たり、外食の機会を設けたりしている。

　野菜や肉・魚、乳製品などバラン
スよい献立になるよう努力してい
る。摂取が苦手な方には麦茶ゼリー
を提供して一日の水分量の確保に努
めている。咀嚼や嚥下能力に合わせ
て一口大にしたり、おかゆにした
り、体重管理と合わせて量を調整し
たり、一人ひとりに合わせている。

　毎食後はできていないが、夕食後
は必ず行っている。利用者に合わせ
て声かけで促したり、歯間ブラシや
口腔ケアスポンジを使うなどしてい
る。入れ歯は毎晩はずして頂き、週
３回はポリデントにつけて洗浄して
いる。

　1人1人の排泄パターンや失禁の状
況を把握し定時に声かけや誘導を
行ったり、落ち着きなくなるなど本
人の様子からトイレに誘導したりし
て失禁が軽減できるよう支援してい
る。又、日中は普通のパンツ、夜間
は紙おむつ使用などオムツ類の調整
を行っている。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

　入浴は週３回から４回の午後を基本としている
が、利用者の状態や希望によっては、いつでも可
能となっている。
　シャワー用車いすやリフト浴などの設備が整っ
ており、利用者の機能低下後も入浴ができてい
る。
　入浴を拒む利用者には無理強いはせず、時間を
置いたり声かけを工夫しながら誘導している。

47

48

45 17

46

44

　食事面では野菜類やきのこ類、ヨーグ
ルトなどをふんだんに使い、水分摂取量
の管理、センナ茶や寒天ゼリー、サプリ
メントなどの利用、運動を促すための足
こぎ運動等を行っている。腹部マッサー
ジを行ったり、トイレに長めに座ってい
ただいたりなど出来るだけ自然排便が出
来るよう支援している。

　シャワーキャリーや浴槽椅子など福祉
用具を利用して身体機能が落ちた方にも
できるだけ入浴して気持ちよくなっても
らえるよう支援している。ゆず湯や菖蒲
湯など実施したり、入浴の方法(湯に浸
かる時間や湯温など）も一人一人に合わ
せるなど、ゆったりと入浴を楽しめるよ
う配慮している。

　ホールに姿が見えないときなどはそっと居
室を覗き、寝ていたらゆっくり休んでいただ
いている。昼夜逆転し易い方には出来るだけ
日中に運動や散歩、日光浴等を通して、夜間
安眠できるよう支援している。不安で眠れな
い方には職員が添い寝している。週1回くら
い布団を干して、掛け布団や室温の調整にも
配慮している。

　職員全員が薬の内容を把握してい
る。ケースファイルにも内容が一目
で分かるよう整理している。処方が
変わった際には、申し送り書等で確
認し、体調や精神状態など変化がな
いか確認している。

　好みや出来る事を活かして、掃除や食
事作りなどの役割をこなしていただいて
いる。入居前から楽しみにしていたこと
の情報から、それを続けられるよう支援
したり、一人ひとりの楽しみ方を把握す
るようにしている。野菜や花を育て楽し
める機会にしている。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々
と協力しながら出かけられるよう
に支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

　居間兼食堂の壁面には行事等の写真のほか、利
用者の習字や手作り作品を飾っている。
　窓のそばにゆったりとしたソファーを配置し、
利用者が一人で過ごしたり、仲の良い利用者と過
ごしたりできる場所となっている。
　居室の入口には各自で持ち込んでもらった暖簾
が掛けられており、目印になっているとともに、
プライバシー確保や職員の見守りの観点からも役
立っている。

　地域住民によるボランティアや家族等の協力を
得ながら、車いすの利用者も含めて月１回位の頻
度で花見や苺狩り、バラ園見学、納涼祭や敬老会
への参加など、季節に合わせてユニット毎に外出
している。
　歯ブラシや毛染め、菓子などの日用品の買い出
しに、職員と一緒に出かけているほか、利用者の
買い物でショッピングモールにも一緒に出かけて
いる。

51

52 19

49 18

50

　家族や知人を思って訴えがある場
合には、電話を勧めたり、取り次い
だりしている。

　季節ごとの花や飾り付けを行い、
季節感を感じていただけるよう配慮
している。
　日常や行事の時の写真を掲示し
て、楽しみの一つとなっている。
　トイレなどわかり易い張り紙を
貼って混乱を軽減できるよう工夫し
ている。

　本人が希望し管理する場合、自分でお
金を持つ安心感を考慮し、紛失する可能
性があることをご家族にご了承いただき
ながら、それを支援している。施設側で
管理している方に対しても、本人に自由
に使えるお金があることを説明してい
る。買い物時は何か欲しい物はないか
伺ったり、自分で支払う行為がその方の
自立につながるよう援助を行っている。

　日常的に天気の良い日はドライブ
や散歩に出かけ外の空気に触れられ
る機会を作れるよう支援している。
お菓子などの個別の買い物希望にも
対応している。ご家族の協力を得
て、毎週自宅に外泊できるよう支援
しているご利用者もいる。お弁当を
持って外出したりもしている。ボラ
ンティアの力もお借りして遠出の外
出をしたりしている。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○共用空間における一人ひとりの
居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

　居室にはエアコンやベッド、洗面台、カーテ
ン、クローゼットが備え付けられている。
　管理者は利用者や家族等に使い慣れた寝具類や
箪笥、テレビ、衣装ケース、目覚まし時計などを
持ち込んでもらったり、家族の写真や仏壇、手作
り作品など大切な物品を持ち込んでもらい、利用
者が居心地よく過ごせるよう配慮している。

55

53

54 20

　車椅子やシルバーカーでも通れる
ようスペースを確保したり、適所に
手すりを配置、低床ベットやセン
サーマットの活用、躓きの原因とな
らないように配置を工夫、トイレな
どわかりやすい張り紙、居室入り口
の暖簾などして安全、分かりやすい
環境作りに配慮している。

　使い慣れた箪笥や机、布団、テレ
ビ、仏壇、写真などを配置し、でき
るだけ居心地よく過ごせるよう配慮
している。一人一人違った雰囲気の
居室となっている。

　テーブルの席を決め一人一人の居
場所を確保している。
　テレビ前や離れにソファーを配置
して、時に一人でくつろいだり、気
の合う者同士くつろいだり出来るよ
うにしている。安全面にも配慮して
配置している。
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Ⅴ　アウトカム項目

1,ほぼ全ての利用者の

○ 2,利用者の2/3くらいの

3,利用者の1/3くらいの

4,ほとんど掴んでいない

○ 1,毎日ある

2,数日に１回程度ある

3,たまにある

4,ほとんどない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての家族と

2,家族の2/3くらいと

3,家族の1/3くらいと

4,ほとんどできていない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

62

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている。
（参考項目：9,10,19）

56

57

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

58

59

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）
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1,ほぼ毎日のように

2,数日に１回程度ある

○ 3,たまに

4,ほとんどない

1,大いに増えている

○ 2,少しずつ増えている

3,あまり増えていない

4,全くいない

○ 1,ほぼ全ての職員が

2,職員の2/3くらいが

3,職員の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての家族等が

2,家族等の2/3くらいが

3,家族等の1/3くらいが

4,ほとんどいない

68

66

67

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。

64

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所の
理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）



（様式４）

作成日 　 平成２８年１０月２４日 　　　　　　　　　　

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

1 1

　理念が長すぎ暗唱でき
ない。

　覚えやすい理念を
作り、全職員が暗唱
できるようになる。

・全職員から意見を募る。
・職員会議で検討し、新し
い理念を決定する。
・全職員が暗証出来るよう
にする。

２８年度中

2 13

　避難誘導の手順(誘導の
順番）がその場にいる職
員の判断に委ねられてい
るため、困惑してしま
う。

　自信を持って避難
誘導できるようにな
る。

・幾つかの出火場所を想定
した避難誘導パターンを作
成する。
・それを元に訓練を重ね
る。

・パターン作
成：次回避難
訓練(３月）ま
で

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　　目　標　達　成　計　画

事業所名　指定認知症対応型共同生活介護事業所　虹の家 
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